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杜
会
学
部
の
イ
メ
ー
ジ
は
入
学
後
半
年
で
ど
う
変
わ
っ
た
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
　
－
社
会
学
部
一
九
九
五
年
度
新
入
生
の
生
活
と
意
識
に
関
す
る
パ
ネ
ル
調
査
（
1
）
1

ー
　
は
じ
め
に

　
一
橋
大
学
で
は
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
度
よ
り
新
し
い
「
四

年
一
貫
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
が
全
学
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
一
橋
大
学
に
お
け
る
一
連
の
大
学
改
革
の
核
心
部
分
を
な
す
施

策
の
一
つ
で
あ
る
。
社
会
学
部
の
「
四
年
一
貫
」
新
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
中
に
は
学
部
教
育
科
目
の
導
入
科
目
と
し
て
、
従
来
か
ら
あ

る
「
社
会
科
学
概
論
」
に
加
え
て
、
「
社
会
研
究
の
世
界
」
と

「
社
会
研
究
の
方
法
」
が
必
修
科
目
と
し
て
配
置
さ
れ
た
。

　
こ
の
う
ち
「
社
会
研
究
の
世
界
」
は
、
社
会
学
部
を
構
成
す
る

二
二
の
科
目
区
分
（
学
問
分
野
）
を
代
表
す
る
教
官
が
、
そ
の
学

問
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
を
内
容
と
す
る
講
義
を
一
回
ず
つ
順

藤村

島田

喜光

二嗣

次
行
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
授
業
科
目
は
社
会
学
部
新
入

学
生
全
員
が
第
一
ゼ
メ
ス
タ
ー
で
履
修
す
る
学
部
専
門
科
目
で
あ

り
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
と
し
た
多
数
の
担
当
教
官
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
と
い
う
独
特
の
も
の
で
あ
る
。
「
社
会
研
究
の

方
法
」
は
、
新
入
学
生
に
社
会
科
学
の
方
法
論
へ
の
導
入
を
行
う

授
業
科
目
で
、
メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー
と
ス
キ
ル
の
統
合
を
目
標
と
し
て

い
る
。
こ
の
授
業
も
三
名
の
担
当
者
が
数
回
ず
つ
の
講
義
を
持
ち

回
っ
て
実
施
す
る
も
の
だ
が
、
夏
学
期
の
「
社
会
研
究
の
世
界
」

を
受
け
て
冬
学
期
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
う
い
っ
た
全
学
部
的
関
与
の
必
要
な
新
設
科
目
の
導
入
は
、

う
ま
く
実
行
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
施
よ
る
教
育
的
効
果
は

認
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
い
っ
た
経
験
的
に
検
証
さ
れ
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（25）社会学部のイメージは入学後半隼でどう変わったのか

る
べ
き
諸
課
題
を
念
頭
に
置
い
て
、
社
会
学
部
で
は
新
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
全
学
導
入
の
前
に
、
こ
の
二
つ
の
授
業
科
目
を
一
九
九
五
年

度
に
新
設
し
、
試
行
的
に
実
施
す
る
こ
と
を
企
図
し
た
。
試
行
段

階
で
は
「
社
会
研
究
の
世
界
」
は
「
社
会
研
究
入
門
1
」
、
「
社
会

研
究
の
方
法
」
は
「
社
会
研
究
入
門
皿
」
と
い
う
授
業
科
目
名
で

実
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
必
修
科
目
と
し
て
で
な
く
、
選
択
科
目
と

し
て
一
年
生
の
み
を
対
象
に
し
て
実
施
し
た
。
本
論
文
の
第
一
著

者
は
、
そ
の
「
入
門
1
」
（
以
下
こ
の
よ
う
に
略
記
す
る
）
の
一

九
九
五
年
度
実
施
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
者
で
あ
る
。

　
こ
の
試
行
的
実
施
の
機
会
を
得
て
、
「
入
門
1
」
導
入
の
教
育

効
果
に
関
し
て
実
証
的
検
討
を
す
る
こ
と
も
企
画
さ
れ
た
。
こ
れ

は
一
橋
大
学
社
会
学
部
が
「
国
際
化
時
代
の
生
涯
学
習
二
ー
ズ
に

対
応
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
、
平

成
六
・
七
年
度
に
文
部
省
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
調
査
研
究
経

費
と
し
て
助
成
を
受
け
て
実
施
し
た
調
査
研
究
の
一
環
と
し
て
実

施
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
「
新
設
科
目
の
教
材

作
成
と
教
育
効
果
の
実
験
的
研
究
」
と
名
づ
け
て
、
こ
こ
で
報
告

す
る
よ
う
な
パ
ネ
ル
調
査
を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
平
成

六
隼
度
中
（
一
九
九
五
年
二
月
）
に
は
、
そ
の
当
時
の
一
年
生

（
本
調
査
対
象
者
の
一
つ
上
の
学
年
）
を
対
象
に
、
こ
こ
で
報
告

す
る
の
と
同
様
な
予
備
調
査
を
実
施
し
た
。

　
「
人
門
1
」
の
導
入
は
、
ど
う
い
っ
た
影
響
を
受
講
者
た
ち
に

及
ぽ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
講
義
要
綱
に
は
授
業
の
趣
旨
を
「
高
度

に
専
門
化
し
た
社
会
科
学
の
全
貌
を
複
眼
的
な
視
点
か
ら
概
観
す

る
」
と
う
た
っ
て
い
る
が
、
そ
の
趣
旨
は
達
成
さ
れ
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
新
入
学
の
四
月
と
半
年
経

過
後
の
一
一
月
に
一
年
生
全
員
を
対
象
に
調
査
を
実
施
し
、
「
入

門
1
」
を
受
講
し
た
か
否
か
を
識
別
の
指
標
の
一
つ
と
し
て
、
パ

ネ
ル
デ
ー
タ
の
分
析
を
試
み
た
。
本
論
文
で
報
告
し
議
論
す
る
の

は
、
そ
の
調
査
結
果
の
一
つ
で
あ
る
。

　
本
論
文
は
調
査
結
果
の
第
一
報
告
で
あ
る
が
、
繕
果
の
概
要
を

報
告
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
調
査
で
調
べ
ら
れ
た
質
問
項

目
（
従
属
変
数
）
の
う
ち
、
「
入
門
1
」
の
教
育
効
果
を
見
る
の

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
－
例
え
ば
社
会
認
識
に
関
わ
る
項
目
1
を
中

心
と
し
た
わ
け
で
も
な
い
。
む
し
ろ
社
会
学
部
新
入
学
生
の
実
際

と
そ
の
半
年
後
の
変
化
に
関
し
て
、
著
者
た
ち
が
知
り
た
い
と
考

え
て
い
る
部
分
を
中
心
に
報
告
・
検
討
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
こ

れ
は
紙
数
の
制
限
と
読
者
の
関
心
を
考
慮
に
入
れ
て
選
択
し
た
結

果
で
も
あ
る
。

　
実
際
に
は
、
一
橋
大
学
の
生
活
の
評
価
と
そ
の
変
化
、
社
会
学
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一橋論叢　第116巻　第2号　平成8年（1996年）8月号　（26）

部
イ
メ
ー
ジ
と
そ
の
変
化
、
興
味
あ
る
お
よ
び
将
来
専
攻
し
た
い

学
問
分
野
と
そ
の
変
化
に
関
す
る
質
問
へ
の
回
答
を
分
析
し
、
そ

の
結
果
を
報
告
し
た
い
。

2
　
調
査
の
方
法

【
対
象
者
】
　
一
九
九
五
年
度
（
平
成
七
年
度
）
社
会
学
部
新
入
生

二
七
二
名
全
員
が
対
象
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
第
一
回
、
第
二

回
調
査
の
い
ず
れ
に
も
回
答
し
た
者
：
ハ
八
名
（
六
二
％
）
が
パ

ネ
ル
デ
ー
タ
分
析
の
対
象
者
と
な
っ
た
。

【
調
査
手
続
き
】
　
1
、
第
一
回
調
査
　
一
九
九
五
年
度
の
社
会
学

部
新
入
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
四
月
五
臼
実
施
）
終
了
後
、
出
席
者
全

員
を
対
象
に
「
新
人
生
の
生
活
と
意
識
に
関
す
る
調
査
」
と
題
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
用
紙
は
そ
の
場
で
配
布

し
、
自
記
式
で
記
入
し
て
も
ら
っ
た
後
に
回
収
し
た
。
そ
の
結
果

二
三
二
名
か
ら
の
回
答
が
得
ら
れ
た
（
回
収
率
八
五
％
）
。

2
、
第
二
回
調
査
　
半
年
経
過
後
の
一
一
月
初
め
に
、
同
様
の
調

査
を
学
部
一
年
生
全
員
を
対
象
に
郵
送
に
よ
っ
て
配
布
し
、
返
送

し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
一
七
九
名
か

ら
の
回
答
が
得
ら
れ
た
（
回
収
率
六
六
％
）
。

　
第
一
回
と
第
二
回
と
の
デ
ー
タ
の
個
人
別
対
応
を
は
か
る
た
め

に
、
い
ず
れ
の
調
査
に
も
小
さ
な
用
紙
を
ホ
チ
キ
ス
止
め
し
て
、

そ
れ
に
学
籍
番
号
を
記
人
し
て
も
ら
っ
た
。
調
査
用
紙
回
収
後
す

ぐ
に
学
籍
番
号
は
ラ
ン
ダ
ム
に
設
定
さ
れ
た
整
理
番
号
に
置
き
換

え
ら
れ
、
小
さ
な
用
紙
は
削
除
し
た
。
そ
の
後
の
デ
ー
タ
は
す
べ

て
整
理
番
号
に
よ
っ
て
扱
わ
れ
、
対
象
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
保

護
さ
れ
る
よ
う
十
分
注
意
を
払
う
た
。
学
籍
番
号
と
整
理
番
号
の

照
合
は
本
論
文
の
第
一
著
者
だ
け
が
実
施
し
た
が
、
第
一
著
者
は

個
別
の
デ
ー
タ
の
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
等
の
作
業
に
は
一
切
携
わ
ら
な

い
こ
と
と
し
た
。

　
な
お
事
前
調
査
と
し
て
一
九
九
四
年
度
の
一
年
生
全
員
二
七
一

名
を
対
象
と
し
て
一
九
九
五
年
二
月
頃
に
行
っ
た
調
査
は
、
こ
れ

と
同
じ
手
続
き
に
よ
る
郵
送
調
査
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
ニ
ハ
八

名
か
ら
返
送
が
あ
っ
た
（
回
収
率
六
二
％
）
。

【
調
査
項
目
】
　
調
査
用
紙
の
質
問
は
大
別
す
る
と
、
A
日
常
生
活

に
関
す
る
も
の
、
B
社
会
認
識
・
態
度
に
関
す
る
も
の
、
C
フ
ェ

イ
ス
＝
ソ
ー
ト
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
第
一
回
調
査
の
A

に
関
す
る
質
問
項
目
群
の
中
に
は
、
①
メ
デ
ィ
ア
接
触
、
②
課
外

活
動
、
③
メ
デ
ィ
ア
等
の
所
有
、
④
学
問
分
野
の
興
味
等
、
⑤
社

会
学
部
選
択
の
理
由
、
⑥
大
学
生
活
の
評
価
、
⑦
社
会
学
部
イ
メ

ー
ジ
、
⑧
他
学
部
イ
メ
ー
ジ
（
商
学
部
、
経
済
学
部
、
法
学
部
の
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（27）社会学部のイメージは入学後半年でどう変わったのか

い
ず
れ
か
一
っ
を
ラ
ン
ダ
ム
に
設
定
し
て
あ
っ
た
）
が
ほ
ぼ
こ
の

順
に
含
ま
れ
て
い
た
。
第
二
回
調
査
で
は
、
高
校
時
代
の
課
外
活

動
等
の
い
く
つ
か
の
質
問
を
除
い
た
が
、
③
と
④
の
間
に
、
⑨
大

学
施
設
の
利
用
、
⑪
授
業
の
履
修
の
質
問
項
目
群
を
加
え
た
。
B

の
認
識
・
態
度
に
関
す
る
質
問
項
目
群
の
中
に
は
、
①
メ
デ
ィ

ア
・
情
報
に
関
す
る
問
題
、
②
国
際
問
題
、
③
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問

題
、
④
環
境
問
題
、
⑤
政
治
有
効
姓
感
覚
に
関
す
る
質
問
が
こ
の

順
で
含
ま
れ
て
い
た
。
特
に
②
に
関
す
る
質
問
が
多
か
っ
た
。
第

二
回
調
査
で
も
こ
の
構
成
は
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
第
一
回
調
査
結

果
で
回
答
に
分
散
の
み
ら
れ
な
い
い
く
つ
か
の
項
目
が
削
除
さ
れ
、

追
加
項
目
は
な
か
っ
た
。
C
の
フ
ェ
イ
ス
・
シ
ー
ト
で
は
、
第
一

回
で
、
①
年
齢
・
性
別
、
②
留
学
生
か
ど
う
か
、
③
合
格
し
た
入

試
の
種
類
、
④
出
身
高
校
、
⑤
現
役
・
浪
人
の
別
、
⑥
家
庭
の
所

在
地
、
⑦
現
住
所
を
こ
の
順
に
た
ず
ね
た
。
第
二
回
調
査
で
は
、

①
と
⑦
だ
け
を
繰
り
返
し
て
た
ず
ね
、
最
後
に
夏
休
み
中
の
旅
行

に
関
し
て
回
答
を
求
め
た
。

　
第
一
回
調
査
の
用
紙
は
B
5
版
で
一
〇
ぺ
ー
ジ
に
及
ん
だ
。
第

二
回
調
査
で
は
郵
送
の
都
合
上
縮
小
し
て
印
刷
し
、
B
5
版
四
．

五
枚
に
収
め
た
（
実
質
的
に
は
B
5
版
九
ぺ
ー
ジ
分
）
。

3
　
大
学
生
活
の
評
価
と
そ
の
変
化

　
本
調
査
の
質
問
項
目
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は

ま
ず
、
一
橋
大
学
で
の
生
活
に
関
す
る
感
想
・
評
価
お
よ
ぴ
そ
の

変
化
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　
こ
れ
に
関
し
て
は
一
四
項
目
の
質
問
を
行
っ
た
（
表
3
1
1
参

照
）
。
「
そ
う
思
う
」
か
ら
「
そ
う
思
わ
な
い
」
ま
で
五
段
階
で
回

答
さ
れ
た
緒
果
を
因
子
分
析
し
て
み
る
と
、
学
問
・
勉
強
に
関
す

る
因
子
と
社
会
性
に
関
す
る
因
子
が
、
二
回
の
調
査
を
通
じ
て
認

め
ら
れ
た
。

　
第
二
回
調
査
デ
ー
タ
の
固
有
値
一
以
上
の
因
子
の
項
目
別
負
荷

量
を
表
3
－
1
に
し
た
。
こ
こ
で
は
三
番
目
の
因
子
と
し
て
「
単

位
の
取
り
や
す
さ
」
が
、
他
の
項
目
か
ら
独
立
し
て
抽
出
さ
れ
た
。

一
橋
大
学
に
特
有
で
あ
る
・
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
一
橋
大

学
を
評
価
す
る
と
き
欠
か
せ
な
い
次
元
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
も
ち

ろ
ん
こ
の
点
で
も
学
生
の
評
価
は
分
か
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
因
子

と
し
て
抽
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
四
因
子
は
そ
の
他
の

項
目
を
ま
と
め
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
あ
え
て
名
づ
け
る
と

「
利
便
性
」
因
子
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
第
一
回
調
査
の
時
点
で
も
二
大
因
子
が
抽
出
さ
れ
た
点
は
同
じ
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　　　　　　一橋論叢　第116巻　第2号　平成8年（1996年）8月号　（28）

表3－1一橋大学生活に関する感想・評価の質問項目およぴ因子分析結果‡1

刹便性墜位杜会性学間・勉強項目＼因子

041

068

221

300

1〃

425

329

034

009

252

105

067

6η

591

016

161

005

124

356

309

412

o“

02‘

139

“o

一98

061

4M

121

200

19畠

09－

054

005

－29

畠36

7“

728

514

106

070

022

01‘
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ヨ
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o
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o
　
　
6
■

（2〕帽広い知識が得られる．＝
（ヨ〕専門的な知載が得られる

（1）やってみたい掌閥ができる
（M）よき先生にめぐりあえる

（5〕時代に即した新しい分野の勉強ができる
（4）資格取得に役立つ勉強ができる
（5）自由に好きな勉強ができる

（9）クラプ・サークル活団が充実している
（12〕よき友人・先輩とめぐりあえる
（邊〕校風が自分にあoている
（13）異性の友人ができる

（η単位がとりやすい

（11〕通学に便利である

（10）海外習学するチャンスがある

55ヨ

51ヨ
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壇
　
　
o
　
　
o
’

　
6
　
　
6

0
　
　
2
　
　
0

099

0価

o
’
　
0

’
］
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8．1一9．”12．”26．”寄与率

‡1表中の教字は因子負碕■
‡2各項目の前の数字は関査用紙上での質問の順番

で
あ
っ
た
が
、
抽
出
さ
れ
た
三
∫
五
番
目
の
因
子
は
ほ
と
ん
ど
解

釈
不
能
な
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
大
学
を
評
価
す
る
認
知
構
造
が

未
発
達
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
特
に
「
単
位
」
の
項

目
は
第
二
因
子
に
負
荷
量
が
最
も
高
く
て
独
立
し
て
い
な
か
っ
た

点
か
ら
、
先
に
指
摘
し
た
こ
の
項
目
か
ら
な
る
評
価
次
元
が
入
学

後
急
速
に
発
達
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
入
学
時
点
で

は
「
異
性
」
に
関
す
る
項
目
が
、
「
留
学
」
に
関
す
る
項
目
と
負

の
相
関
を
持
っ
て
三
番
目
の
因
子
を
構
成
し
て
い
た
点
は
興
味
深

い
。

　
各
項
目
の
評
定
の
平
均
値
を
見
る
と
、
入
学
時
点
で
最
も
高
く

大
学
生
活
を
評
価
し
て
い
た
項
目
は
、
図
3
－
ユ
に
あ
る
よ
う
に

「
幅
広
い
知
識
が
得
ら
れ
る
」
「
や
っ
て
み
た
い
学
問
が
で
き
る
」

「
自
由
に
好
き
な
勉
強
が
で
き
る
」
の
三
項
目
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
評
価
が
や
や
低
か
ウ
た
項
目
は
「
資
格
取
得
に
役
立
つ

勉
強
が
で
き
る
」
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
項
目
は
す
べ
て
平

均
値
が
肯
定
的
な
側
に
あ
っ
た
（
中
立
的
な
値
は
3
で
あ
っ
た
）
。

　
半
年
経
過
後
、
学
問
一
勉
強
に
関
す
る
因
子
を
構
成
し
て
い
る

項
目
は
、
す
べ
て
否
定
的
方
向
に
評
価
が
有
意
に
変
化
し
た
。
評

定
値
の
変
化
の
最
も
大
き
か
っ
た
「
幅
広
い
知
識
」
項
目
の
段
階

別
回
答
の
変
化
を
例
示
し
て
み
る
と
、
図
3
1
2
の
よ
う
に
な
っ
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（29）社会学部のイメージは入学後半年でどう変わウたのか

た
。
こ
の
図
か
ら
も
読
み
と
れ
る
よ
う
に
、
否
定
的
方
向
へ
の
変

化
の
内
実
は
、
入
学
時
に
過
度
に
高
か
っ
た
評
価
ー
お
そ
ら
く
一

橋
大
学
に
対
す
る
強
い
期
待
を
反
映
し
て
い
る
－
が
現
実
的
方
向

に
修
正
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
半
年
後
の
評

価
の
平
均
値
で
も
、
「
資
格
取
得
」
の
項
目
を
除
け
ば
、
否
定
的

な
側
に
な
っ
た
も
の
は
一
つ
も
な
か
っ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
で
も
新
入
学
生
が
期
待
し
て
い
た
い
く
つ
か

の
側
面
を
、
一
橋
大
学
が
裏
切
っ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う

図3－1一橋大学生活の評価とその変化

　　　5　　　4，5　　　4　　　3，5　　　3　　　2，5　　　2　　　1．5

十4月一剖一11月

一一

　　　幅広い知識

　　　専門知議

　　やりたい学聞

　　　　よ曽先生

時代に即した勉強

資格取得に役立つ

自由に好きな勉強

クラプ・サークル

　よき友人1先竈

　　　　　校園

　　　異性の友入

　　　　　単位

　　　通学に便利

　　　　海外留学

「
利
便
性
」
を
構
成
す
る
「
海
外
留
学
」
に
関
す
る
項
目
で
も
、

大
学
を
知
る
に
つ
れ
て
当
初
の
評
価
が
下
が
っ
て
き
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
関
す
る
反
省
を
、
教
員
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
他
方
、
社
会
性
因
子
を
構
成
す
る
項
目
群
で
は
、
「
異
性
」
に

関
す
る
項
目
は
否
定
的
方
向
に
評
価
値
が
変
化
し
た
が
、
肯
定
的

評
価
が
ほ
と
ん
ど
変
化
し
な
か
っ
た
「
友
人
・
先
輩
」
の
項
目
や
、

む
し
ろ
肯
定
的
方
向
に
変
化
し
た
項
目
も
あ
っ
た
。
「
ク
ラ
ブ
・

サ
ー
ク
ル
が
充
実
し
て
い
る
」
お
よ
ぴ
「
校
風
が
自
分
に
あ
う
て

い
る
」
点
に
関
す
る
評
価
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
ク
ラ

ブ
・
サ
ー
ク
ル
」
へ
の
質
問
の
回
答
の
変
化
を
検
討
す
る
た
め
に
、

段
階
別
回
答
の
比
率
の
変
化
を
図
3
－
3
に
示
し
た
。
こ
の
図
か

ら
、
入
学
当
初
で
も
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
た
者
が
多
か
っ
た
が
、

そ
の
時
判
断
を
保
留
し
て
い
た
者
も
肯
定
的
に
「
ク
ラ
ブ
・
サ
ー

ク
ル
」
を
評
価
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
変
化
の
内
実
で
あ
る

こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

　
一
九
九
四
年
に
株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
が
発
表
し
た
「
在
学
生

に
よ
る
大
学
別
満
足
調
査
」
の
結
果
は
、
全
体
的
満
足
度
に
お
い

て
一
橋
大
学
が
対
象
校
中
で
第
四
位
、
国
立
大
学
の
中
で
は
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
個
別
の
項
目
の
中
で
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一橋論叢　第116巻 第2号 平成8年（1996年）8月号（30）

　図3－2「幅広い知識」への回答の変化

0路20岩40％6眺80毘100％

zややそう思う

画どちらとも奮
　えない

目あまりそう思
　わない

■そう思わない

図3－3

0路　20毘

「クラブの充実」への回答の変化

40％　　60％　　80差　100荒

月4

月11

口どちらとも
　えない

目あまりそう
　わない

■そう思わな

月4

は
「
教
授
陣
が
専
門
分
野
で
社
会
的
評
価
を
受
け
て
い
る
」
の
み

が
第
一
位
で
あ
り
、
他
に
も
「
少
人
数
・
ゼ
ミ
形
式
の
授
業
が
受

け
ら
れ
る
」
等
の
「
教
育
・
授
業
」
に
関
す
る
評
価
項
目
で
も
順

位
は
高
か
っ
た
。
「
校
風
」
に
関
す
る
六
項
目
の
中
で
も
、
「
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
な
」
の
評
価
順
位
が
対
象
校
中
第
二
位
と
高
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
他
大
学
と
比
較
さ
れ
た
場
合
の
相
対
的
位

置
で
あ
っ
て
、
在
学
生
が
実
質
的
に
高
く
評
価
し
て
い
る
点
は
、

月11
も
第
二
位
の
評
価
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、

1
」
を
受
講
し
た
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
、

価
に
差
は
認
め
ら
れ
た
だ
ろ
う
か
。

較
し
て
み
た
と
こ
ろ
、

差
の
あ
っ
た
項
目
は
一

二
回
調
査
へ
の
変
化
値
に
両
者
聞
で
差
が
な
い
か
ど
う
か
検
討
し

　
そ
の
調
査
で
「
学
生
生
活
（
環
境
）
」
「
人
的
交

　
流
」
と
分
類
さ
れ
た
評
価
項
目
で
あ
ろ
う
。
こ

　
こ
で
の
因
子
分
析
結
果
で
、
「
校
風
」
の
項
目

　
が
「
学
問
・
勉
強
」
の
因
子
を
ほ
と
ん
ど
代
表

　
す
る
こ
と
が
な
く
、
「
社
会
性
」
を
代
表
す
る

　
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
そ
れ
を
示
唆

　
し
て
い
る
。
社
会
学
部
学
生
が
と
ら
え
て
い
る

　
一
橋
大
学
の
「
校
風
」
の
中
味
は
、
ア
カ
デ
ミ

　
ズ
ム
に
関
わ
る
点
で
は
な
く
、
社
会
性
因
子
を

　
構
成
す
る
他
の
項
目
に
代
表
さ
れ
る
点
な
の
で

　
あ
る
。
リ
ク
ル
ー
ト
調
査
で
も
、
「
ク
ラ
ブ
・

　
サ
ー
ク
ル
活
動
が
楽
し
め
る
」
「
0
B
・
O
G

　
と
の
交
流
が
で
き
る
」
の
項
目
で
は
、
い
ず
れ

社
会
学
部
の
新
設
科
目
で
あ
る
「
社
会
研
究
入
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
橋
大
学
に
関
す
る
評

　
　
　
　
　
　
　
受
講
生
と
非
受
講
生
と
で
比

　
　
　
第
二
回
調
査
の
評
定
の
平
均
値
に
有
意
な

　
　
　
つ
も
な
か
っ
た
。
他
方
、
第
一
回
か
ら
第
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（31）社会学部のイメージは入学後半年でどう変わったのか

て
み
る
と
、
「
自
由
に
勉
強
」
の
項
目
で
有
意
な
差
が
認
め
ら
れ

た
（
↓
（
5
竃
）
n
竃
①
叉
．
8
）
。
こ
れ
は
、
い
ず
れ
も
否
定
的
方

向
に
評
価
は
変
化
し
た
が
、
受
講
生
の
方
が
（
ρ
H
l
．
竃
）
非
受

講
生
（
o
1
l
一
S
）
よ
り
も
そ
の
変
化
値
は
小
さ
か
っ
た
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
は
、
「
入
門
1
」
の
受
講
が
学
問
・

勉
強
の
側
面
で
望
ま
し
い
影
響
を
及
ぽ
し
た
こ
と
を
読
み
と
れ
る

が
、
そ
の
影
響
は
非
常
に
弱
い
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　
む
し
ろ
、
第
一
回
調
査
の
時
点
で
こ
の
授
業
の
受
講
・
非
受
講

に
よ
る
大
学
評
価
の
差
異
が
認
め
ら
れ
た
。
「
や
っ
て
み
た
い
学

問
が
で
き
る
」
「
よ
い
先
生
に
め
ぐ
り
あ
え
る
」
「
校
風
が
自
分
に

あ
う
て
い
る
」
の
3
項
目
で
、
受
講
生
は
非
受
講
生
よ
り
も
高
い

評
価
を
大
学
に
与
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
（
順
に
、
ζ
u
ま
ω

く
ω
芸
o
↓
（
豪
）
u
M
－
；
呉
婁
一
ζ
1
－
ト
．
曽
毒
ト
．
冒
只
嚢
）
［

N
－
蜆
O
（
O
ω
一
…
H
ω
．
O
O
㊤
く
餉
ω
1
蜆
O
O
↓
（
－
雷
）
■
ド
O
①
O
〈
．
O
蜆
）
。
こ
れ

ら
の
結
果
は
、
大
学
に
高
い
期
待
を
抱
い
て
人
学
し
て
き
た
動
機

づ
け
の
強
い
新
入
生
が
、
「
入
門
1
」
を
受
講
し
や
す
か
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
。

4
　
社
会
学
部
イ
メ
ー
ジ
と
そ
の
変
化

社
会
学
部
イ
メ
ー
ジ
は
一
六
項
目
の
単
極
四
段
階
形
容
詞
尺
度

で
測
定
し
た
。
こ
れ
を
因
子
分
析
し
て
み
る
と
、
第
一
回
調
査
デ

ー
タ
か
ら
は
五
因
子
が
、
第
二
回
調
査
か
ら
は
四
因
子
が
抽
出
さ

れ
た
。
第
二
回
の
分
析
結
果
の
方
が
因
子
の
解
釈
も
し
や
す
く
、

ま
と
ま
り
あ
る
認
知
構
造
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ

を
表
4
－
ー
に
示
し
た
。

　
第
一
因
子
は
「
頑
迷
・
老
朽
性
」
と
で
も
呼
べ
る
も
の
で
、
負

荷
の
高
い
六
つ
の
項
目
は
「
時
代
遅
れ
だ
」
「
息
苦
し
い
」
と
い

っ
た
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
否
定
的
な
内
容
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
ら
項
目
の
評
定
値
が
高
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
個

人
間
で
分
散
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
図
4
－
1
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
評
定
の
平
均
値
は
い
ず
れ
も
か
な
り
低
い
も

の
で
、
「
あ
て
は
ま
ら
な
い
」
方
向
で
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
。

　
第
二
因
子
は
「
自
由
だ
」
「
暖
か
い
」
等
に
負
荷
の
高
い
も
の

で
、
「
明
朗
潤
達
性
」
と
名
づ
け
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
項
目
の

中
の
「
自
由
だ
」
が
、
二
回
の
調
査
と
も
、
社
会
学
部
の
イ
メ
ー

ジ
に
最
も
当
て
は
ま
る
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
三
因
子
は

「
学
間
・
伝
統
性
」
、
第
四
因
子
は
「
政
治
・
急
進
性
」
を
そ
れ
ぞ

れ
意
味
し
て
い
る
よ
う
な
項
目
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
た
。

　
入
学
後
半
年
間
の
変
化
を
検
討
す
る
と
、
因
子
全
体
と
し
て
イ

メ
ー
ジ
が
一
定
の
変
化
を
遂
げ
た
も
の
は
「
学
問
・
伝
統
性
」
だ
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一橋論叢第116巻第2号平成8年（1996年）8月号（32）

　表4－1社会学部イメージに関する質問項目と因子分析結果｝1

項目＼困子 「届途性」　「明朗性」 「掌間性」　「政治性」

〔百〕時代逗れだ

（4〕息音しい
（6〕つまらない

（ll〕理竈不舘だ

（1ω楡威主壇的だ
（至〕硬い

（畠〕自由だ

（15）囲かい

（5〕おし“れだ

（1〕明るい

（13〕饒勉だ

（3〕由お正しい

（lo）アカテ…ヲクだ

（12）政治的だ

（一〕ラチィカルだ

（］o）空想的だ．1

ol1

呂0拮

．100
．冊ヨ

oo一

．ヨ62

　o”
一．oη

．一95

一．〃6

．096
，050

一．o”

　17一

一．o珊

．“4

．153
．15田

1u
ヨ〃

20一

畠ol

．“2
“1

565

“6

一〇”

．1刊

．ωO

．053
．〃ヨ

“o

○島o

呈”

．o帥
．ヨ“

．宝26

．；4］

　1畠一

．159
，161

一．1”

7舳

．70畠

．6“

○里里

．20畠

．oヨ9

．ol’

．125
011

．ooo
．；“

o“

．o缶o

．000
．茗1茗

．05一

．003

．2H

－o肥

．8“
’阯

一．251

宙与串 ，’．O，　　　　　15　ヨ， mヨ，　　　　一．’’

t1塞中の匁宇1弍因手負荷■
一里各項目の前の簑芋1ま雷査月齪上での四両の口蕃

柵特定の因子を代ましておらず、モの他の項目と螂取した

け
で
あ
り
、
項
目
得
点
の
合
計
点
は
否
定
的
方
向
に
変
化
し
た

（
ζ
…
；
㊤
く
ω
o
．
旨
只
。
。
㊤
）
H
蜆
・
｛
①
叉
。
o
昌
）
。
個
々
の
項
目
単
位

で
も
否
定
的
方
向
へ
の
評
価
の
変
化
は
す
べ
て
高
度
に
有
意
で
あ

り
、
入
学
当
初
よ
り
も
よ
り
「
勤
勉
で
」
な
く
（
竃
H
；
O
。
姜

－
．
雪
只
冨
σ
）
”
蜆
b
仁
O
（
O
昌
）
、
よ
り
「
ア
ヵ
デ
ミ
ツ
ク
で
」
な

く
（
…
1
l
N
．
竈
く
ω
箒
二
（
曇
）
“
ご
蜆
O
（
o
昌
）
、
よ
り
「
由
緒

正
し
く
」
な
い
（
ζ
1
l
N
1
冨
く
ω
冨
ω
只
；
①
）
”
A
d
－
o
〈
．
o
富
）

よ
う
に
社
会
学
部
の
イ
メ
ー
ジ
は
変
化
し
た
の
で
あ
る
。

　
他
の
因
子
で
は
全
体
と
し
て
一
定
方
向
へ
の
変
化
を
示
し
た
も

の
は
な
か
っ
た
が
、
個
々
の
項
目
単
位
で
見
る
と
有
意
な
変
化
が

認
め
ら
れ
た
。
ま
ず
、
「
つ
ま
ら
な
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、

「
あ
て
は
ま
ら
な
い
」
も
の
か
ら
「
や
や
あ
て
は
ま
る
」
方
向
へ

変
化
を
示
し
た
（
ζ
⊥
曽
＜
二
、
塞
ろ
琶
1
1
竃
－
o
（
o
昌
）
。

同
じ
「
頑
迷
・
老
朽
性
」
に
分
類
さ
れ
た
項
目
で
も
「
硬
い
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
む
し
ろ
「
あ
て
は
ま
ら
な
い
」
方
向
に
変
化

し
た
（
ζ
1
1
；
o
毒
－
。
竃
只
嚢
）
1
1
①
．
竃
o
〈
、
o
昌
）
。
「
政
治
・

急
進
性
」
の
二
項
目
も
同
様
に
反
対
方
向
へ
の
変
化
を
示
し
た
。

よ
り
「
政
治
的
で
」
な
い
方
向
に
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
づ
た
（
…
1
1

－
．
3
毒
－
畠
只
－
3
）
1
－
ω
・
寄
o
（
昌
）
と
同
時
に
、
よ
り
「
ラ
デ

ィ
カ
ル
で
」
あ
る
こ
と
が
あ
て
は
ま
る
と
評
定
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
（
…
H
－
。
o
o
o
く
ω
ド
畠
只
－
3
）
1
－
ド
o
o
①
O
〈
。
冒
）
。

　
そ
れ
に
し
て
も
イ
メ
ー
ジ
得
点
の
平
均
値
そ
の
も
の
は
、
一
橋

大
学
社
会
学
部
が
一
貫
し
て
「
自
由
で
」
「
息
苦
し
く
」
な
く

「
権
威
主
義
的
で
」
な
く
「
時
代
遅
れ
で
」
も
な
い
も
の
と
強
く

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
概
し
て
、
好
意
的
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（33）社会学部のイメージは入掌後半年でどう変わったのか

イ
メ
ー
ジ
が
抱
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
「
社
会
研
究
入
門
1
」
の
受
講
生
と
非
受
講
生
別
に
イ
メ

ー
ジ
評
定
と
そ
の
変
化
を
検
討
し
て
も
、
統
計
的
に
有
意
な
違
い

は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
唯
一
、
「
理
解
不
能
だ
」
の

イ
メ
ー
ジ
が
受
講
生
の
み
で
「
あ
て
は
ま
る
」
方
向
へ
変
化
し

（
ζ
H
＝
旨
ω
冨
：
（
。
。
O
）
H
ド
ー
蜆
叉
．
違
）
、
非
受
講
生
に
は
有
意

な
変
化
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
（
…
”
－
．
自
く
ω
－
．
竈
又
－
）
。
両

者
の
変
化
量
の
差
を
検
定
し
て
も
、
一
定
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
た

図4－1社会学部イメージとその変化

　　4　　3，5　　3　　2，5　　2　　　1．5

-F4J~~ -1-11~I 
　時代遅れだ

　　息苦しい

　うまらない

　理解不能だ

権威主藪的た

　　　　硬い

　　自由だ

　　曜かい

おしやれた

　　明るい

　　　　勤勉だ

　　由緒正しい

アカデミヅクだ

　　政治的だ

ラディカルた

（
ζ
H
－
－
冨
＜
ω
’
旨
ス
ー
震
）
一
一
．
㊤
蜆
叉
．
畠
）
。

　
こ
の
結
果
は
、
「
入
門
1
」
の
授
業
が
、
学
生
の
学
部
イ
メ
ー

ジ
を
む
し
ろ
混
乱
さ
せ
る
方
向
に
効
果
を
も
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。

し
か
し
、
評
定
値
は
「
や
や
あ
て
は
ま
ら
な
い
」
と
「
全
く
あ
て

は
ま
ら
な
い
」
の
間
で
変
化
し
て
い
て
、
単
純
で
一
面
的
理
解
を

揺
さ
ぶ
る
方
向
の
望
ま
し
い
影
響
を
及
ぽ
し
た
解
釈
で
き
な
い
こ

と
も
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
学
部
イ
メ
ー
ジ
を
大
き
く
変
化

さ
せ
る
よ
う
な
強
い
影
響
は
一
切
及
ぼ
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
　
　
5
　
興
味
あ
る
学
問
、
将
来
専
攻
し
た
い
学
問

　
こ
の
調
査
で
は
二
七
の
選
択
肢
を
呈
示
し
て
、
興
味
の
あ
る
学

問
分
野
に
つ
い
て
複
数
無
制
限
の
回
答
を
求
め
た
。
選
択
肢
は
一

橋
大
学
社
会
学
部
で
専
攻
で
き
る
一
五
の
分
野
と
、
商
学
部
、
経

済
学
部
で
専
攻
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
7
つ
の
学
問
分
野
（
経
営

学
、
統
計
学
、
会
計
学
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
経
済
学
、
経
済

史
）
、
法
学
、
自
然
科
学
系
の
三
つ
の
研
究
分
野
（
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
科
学
、
環
境
科
学
、
生
命
科
学
）
、
語
学
お
よ
ぴ
文
学
か
ら
構

成
し
た
（
図
5
i
1
a
，
b
参
照
）
。

　
そ
の
結
果
を
図
5
－
1
a
（
学
部
内
一
五
科
目
区
分
）
、
図
5

－
1
b
（
そ
の
他
の
分
野
）
に
ま
と
め
た
。
こ
の
図
は
学
問
分
野
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図5－18 輿味ある学問分野

（社会学部の科目区分）

％

帥
低
側
肪
帥
肪
筥
O
ほ
1
0
5
0 哲杜吐杜■杜杜伍ス唖吐祉現祉杜早全金全艘生全可ホ拍金全代全金　里芋1■杜官心杜1享直史地地人　担　　■金価，金ツ　　，　　oo田　　　　享掌掌早杜　　　　吐早享

杜
金
人
田
享

祉
全
地
o
早

現
代
地
o
吐
金

ス
ホ
ー
ツ
杜
会
宇

伍
可
杜
金
早

杜
全
岬
，
掌

杜
生
官
価
掌

■
艘
杜
金
享

図5－1b 興味ある学問分野（その他）

丈
掌

届
享

生
曲
科
宇

田
o
稗
皐

コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
科
享

由
掌

肥
緕
虫

冊
誼
掌

〒
ー
ケ
テ
ィ
ン
ク

金
計
掌

肺
計
早

硅
官
掌

、
こ
と
の
延
べ
選
択
率
を
、
四
月
お
よ
び
一
一
月
の
調
査
別
に
棒
グ

ラ
フ
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
新
入
学
生
が
最
も
興
味
を
も
う
て
い
た
分
野
は
、
二
回
の
調
査

を
通
じ
て
「
社
会
心
理
学
」
で
あ
ウ
た
。
し
か
し
、
こ
の
調
査
の

主
体
（
本
論
文
の
第
一
著
者
）
が
「
社
会
心
理
学
研
究
室
」
所
属

で
あ
る
こ
と
を
、
調
査
時
点
で
明
記
し
て
い
た
こ
と
を
割
り
引
い

て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
他
に
学
生
が
興
味
を
示
し
た
比
率
の
高

か
っ
た
学
問
分
野
は
、
「
社
会
学
」
「
国
際
社
会
学
」
「
政
治
学
」

「
社
会
政
策
」
等
で
あ
っ
た
。

　
第
一
回
調
査
か
ら
第
二
回
調
査
へ
の
変
化
を
調
べ
て
み
る
と
、

興
味
比
率
の
増
加
が
認
め
ら
れ
た
の
は
「
社
会
調
査
」
（
マ
ヅ
ク

ネ
マ
ー
の
有
意
変
化
の
検
定
で
、
、
（
－
）
一
彗
ω
叉
。
冨
）
と
「
社

会
地
理
学
」
ミ
（
－
）
H
。
。
、
8
艮
．
旨
）
で
あ
っ
た
。
逆
に
興
味
比

率
が
減
少
し
た
の
は
「
国
際
社
会
学
」
ミ
（
一
）
1
卜
ξ
℃
（
冨
）

と
「
社
会
人
類
学
」
ミ
（
－
）
H
蜆
、
お
艮
。
冨
）
で
あ
っ
た
。
し
か

し
い
ず
れ
の
変
化
も
1
0
％
を
越
え
る
も
の
で
は
な
か
う
た
。

　
こ
れ
ら
か
変
化
が
「
社
会
研
究
入
門
1
」
の
受
講
と
関
わ
っ
て

い
る
か
ど
う
か
は
、
興
味
深
い
問
題
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
表
5
1

1
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
学
問
分
野
に
関
し
て
、
受
講
生
・
非
受

講
生
別
に
二
調
査
時
点
で
の
興
味
比
率
の
表
を
作
成
し
た
。
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（35）社会学部のイメージは入学後半年でどう変わうたのか

　
こ
の
表
か
ら
ま
ず
、
「
国
際
社
会
学
」
へ
の
興
味
の
減
少
は
、

受
講
・
非
受
講
に
関
わ
ら
な
い
一
般
的
な
傾
向
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
「
減
少
」
と
い
っ
て
も
特
に
高
か
っ
た
比

率
が
一
定
の
高
さ
に
落
ち
着
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
受
講
生
別
に
変
化
を
検
定
し
て
み
る
と
、
い
ず
れ
の
群
で
も

有
意
に
は
達
し
な
か
っ
た
。

　
他
方
、
「
社
会
学
」
へ
の
興
味
の
減
少
と
「
社
会
調
査
」
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

表5－1興味比率の受講別変化‡1

非受講生（皿・78）

4月　　11月

33．0

3，8

47．4

1L5

20．5

39．7

9，0

39，7

14．1

16．7

受講生（n三gO）

4月　　11月

社会学

社会調査

国際社会学

社会地理学

社会人類学

53，3

13，3

46，7

18，9

33．3

36，7

24，4

36，7

34，4

21．1

求1数字は受講生、非受誰生冬々の全員に対ず回答比率（％

増
加
は
、
受
講
生
に
特

有
の
も
の
で
あ
っ
た
だ

ろ
う
（
受
講
生
に
関
し

て
は
順
に
、
（
－
）
H

①
あ
N
o
〈
．
昌
㌔
（
－
）
1
1

ト
ミ
O
（
冨
）
。
し
か
し

こ
の
変
化
の
原
因
の
解

釈
は
簡
単
で
は
な
い
。

ま
ず
、
「
入
門
1
」
の

授
業
内
で
は
「
杜
会

学
」
と
「
社
会
調
査
」

は
同
一
の
担
当
者
が
一

回
の
（
合
同
の
）
講
義

を
し
た
だ
け
で
あ
る
の
で
、
そ
の
講
義
が
原
因
で
あ
る
可
能
性
は

少
な
い
。
ま
た
、
「
社
会
学
」
で
の
「
減
少
」
は
、
受
講
生
の
四

月
時
点
で
の
特
に
高
い
興
味
比
率
が
一
定
の
高
さ
に
落
ち
着
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

も
の
と
解
釈
可
能
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
受
講
経
験
全
体
の
何
ら

か
の
要
因
が
こ
れ
ら
の
変
化
を
生
み
出
し
た
と
も
解
釈
可
能
で
あ

る
。
受
講
生
特
有
の
他
の
要
因
、
例
え
ば
彼
ら
だ
け
が
受
講
し
て

い
た
比
率
の
高
い
特
定
の
授
業
科
目
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。

　
「
社
会
地
理
学
」
へ
の
興
味
の
増
大
と
「
社
会
人
類
学
」
へ
の

興
味
の
減
少
傾
向
も
、
同
様
に
多
く
の
要
因
が
影
響
し
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
「
社
会
地
理
学
」
へ
の
興
味
の
増
大
は

受
講
生
の
み
で
有
意
で
あ
り
ρ
さ
）
1
l
o
。
．
竃
o
（
昌
）
、
こ
の
授

業
内
で
の
当
該
科
目
区
分
の
講
義
に
も
一
因
が
あ
う
た
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。
こ
れ
と
同
じ
傾
向
は
次
の
「
将
来
専
攻
し
た
い
学

問
領
域
」
へ
の
回
答
結
果
に
も
認
め
ら
れ
る
。
他
方
、
「
社
会
人

類
学
」
の
受
講
生
に
お
け
る
興
味
比
率
の
減
少
は
有
意
水
準
に
達

せ
ず
ミ
（
－
）
“
ω
・
S
；
）
、
「
入
門
1
」
で
の
講
義
と
の
関
連
の

可
能
性
は
小
さ
い
だ
ろ
う
。

　
「
将
来
専
攻
し
た
い
学
問
領
域
、
テ
ー
マ
」
の
質
問
へ
は
、
自

由
に
複
数
の
回
答
を
記
述
さ
せ
た
。
そ
の
記
述
内
容
を
、
「
興
味

あ
る
学
問
分
野
」
の
選
択
肢
と
同
様
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
へ
、
一
人
の
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表5－2将来専攻したい学問領域‡1

H月　（圭窩2匝幅喀圭…〕

全体受諭生搬

6337107137614863211266725624321541110
303330

4月（第1回調査〕

全体受講生非蹴

哲学・社会思想

社会学・社会韻査・社会言語学

国際社会学

社会心理学

教育社会学・スポーツ杜会学

政治学

杜会政策

社会史

現代地域文化（現代社会）

社会地理学

社会人頚学

　7

10
23
11
　2

10
12
　6

　3

　4

　1

商掌・経湊学関係

法学

自然科学関係

藷学・文学

o
1
7
2

0
0
3
1

O
1
4
1

マスコミ関係

その他・分類不能

未記入

13
10
46

　8　　5

　5　　5

27　19

41
25

21
14

20
11

刺数字1ま人数

判
定
者
が
分
類
し
た
。
分
類
の
信
頼
性
は
求
め
て
い
な
い
。

　
こ
こ
で
は
複
数
の
回
答
の
う
ち
第
一
番
目
に
記
入
さ
れ
た
回
答

の
み
を
取
り
上
げ
て
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
の
人
数
を
表
5
－
2
に

し
た
。
こ
の
表
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
興
味
の
あ
る
学
問
分
野
」
の

区
分
を
基
礎
に
し
て
い
る
が
、
関
連
の
深
い
も
の
同
士
を
ま
と
め

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
、
全
員
の
結
果
と
と
も
に
、
受
講

生
・
非
受
講
生
別
の
内
訳
を
調
査
時
点
，
こ
と
に
も
示
し
た
。

　
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
人
数
が
少
な
く
は
う
き
り
し
た
傾
向
は
読
み

と
り
に
く
い
が
、
ま
ず
「
輿
味
の
あ
る
学
問
分
野
」
と
あ
る
程
度

対
応
し
た
「
将
来
の
専
攻
」
の
希
望
が
読
み
と
れ
る
。
半
年
間
の

変
化
で
興
味
深
い
点
は
、
第
二
回
調
査
で
は
未
記
入
の
者
が
減
っ

て
い
る
が
、
「
そ
の
他
・
分
類
不
能
」
に
含
め
ら
れ
た
回
答
が
激

増
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
入
学
後
半
年
で
将
来
の
専
攻
の
希

望
が
か
な
り
明
確
に
な
っ
て
、
必
ず
し
も
社
会
学
部
の
専
攻
区
分

に
は
ぴ
っ
た
り
と
は
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の
と
な
づ
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
意
味
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
表
中
の
「
マ
ス
コ
ミ
関

係
」
の
回
答
は
、
も
し
既
存
の
分
野
に
当
て
は
め
る
と
す
れ
ぱ

「
社
会
心
理
学
」
が
最
も
適
当
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
は
別
に
独
立

さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
づ
た
。
こ
う
い
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
少

数
の
み
が
専
攻
を
希
望
す
る
も
の
が
増
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

6
　
　
ま
と
め

　
本
論
文
で
は
一
橋
大
学
社
会
学
部
新
入
生
が
大
学
、
学
部
に
ど

ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
づ
て
入
学
し
て
き
て
い
た
か
、
ま
た
ど
ん
な

学
問
分
野
に
興
味
を
持
ち
専
攻
を
希
望
し
て
い
た
か
を
、
調
査
デ

ー
タ
に
基
づ
き
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
が
半
年
を
経
過
し
た
後
に
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（37）社会学部のイメージは入学後半年でどう変わったのか

ど
の
よ
う
に
変
化
を
遂
げ
た
の
か
も
デ
ー
タ
を
基
に
呈
示
し
た
。

　
一
橋
大
学
、
社
会
学
部
に
関
す
る
評
価
や
イ
メ
ー
ジ
は
、
概
し

て
好
意
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
入
学
時
点
で
か
た
り
肯

定
的
だ
っ
た
評
価
・
イ
メ
ー
ジ
が
、
半
年
後
に
は
否
定
的
方
向
に

変
化
す
る
と
い
う
問
題
が
示
さ
れ
た
。
特
に
社
会
学
部
イ
メ
ー
ジ

の
学
問
・
勉
強
に
関
す
る
因
子
に
お
け
る
大
幅
な
否
定
的
方
向
へ

の
変
化
は
、
心
に
と
ど
め
て
お
く
べ
き
問
題
か
も
し
れ
な
い
。
も

ち
ろ
ん
、
そ
れ
で
も
ほ
と
ん
ど
の
変
化
は
決
し
て
非
好
意
的
な
側

に
評
価
が
逆
転
し
た
も
の
で
は
な
く
、
受
容
可
能
な
範
囲
で
の
変

化
で
あ
っ
た
。

　
新
入
生
の
学
問
分
野
へ
の
興
味
や
専
攻
の
希
望
は
、
非
常
に
多

様
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
想
定
し
て
い
る
学
問
分
野
の
認

識
は
未
発
達
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
必
要
な
こ
と
は
そ
れ
ら
の
興

味
・
関
心
・
希
望
に
適
切
に
対
応
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
教
育

シ
ス
テ
ム
を
構
築
、
維
持
で
き
る
よ
う
努
め
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
新
設
科
目
の
教
育
効
果
の
検
討
結
果
は
、
本
論
文
の
範
囲
内
で

は
不
明
確
な
も
の
で
あ
っ
た
。
わ
ず
か
に
期
待
し
た
よ
う
な
結
果

を
示
す
デ
ー
タ
は
得
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
、
め

ざ
ま
し
い
効
果
が
得
ら
れ
た
と
は
決
し
て
い
え
な
い
。
ま
た
、
受

講
生
と
非
受
講
生
の
系
統
的
差
異
に
関
す
る
事
前
の
考
慮
が
不
足

し
て
い
た
点
な
ど
、
今
回
の
検
討
方
法
そ
の
も
の
に
も
反
省
が
必

要
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
研
究
は
大
学
の
教
育
活
動
に
内
在
し
て

実
施
さ
れ
た
自
己
評
価
の
数
少
な
い
試
み
の
一
つ
で
あ
り
、
今
後

の
分
析
を
通
じ
て
、
そ
の
価
値
を
見
出
し
て
い
き
た
い
。

（
1
）
本
論
文
の
基
と
な
っ
た
調
査
は
、
平
成
六
・
七
年
度
の
文
部
省

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
調
査
研
究
経
費
の
助
成
を
得
て
実
施
さ
れ
た
。

実
施
に
協
力
さ
れ
た
一
橋
大
学
社
会
学
部
社
会
心
理
学
研
究
室
（
当

時
）
の
松
尾
ひ
と
み
、
同
研
究
室
の
太
田
恵
子
、
社
会
学
研
究
科
大

学
院
生
の
山
下
玲
子
、
社
会
学
部
学
生
の
千
吉
良
武
雅
、
同
学
生

　
（
当
時
）
の
添
田
ゆ
か
り
の
諸
氏
に
感
謝
す
る
。

（
2
）
株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
教
育
機
関
広
報
部
『
大
学
満
足
度
調
査

；
在
学
生
に
よ
る
大
学
評
価
－
』
一
九
九
四
年
2
月
。
こ
の
調
査
結

果
は
、
進
学
リ
ク
ル
ー
ト
ブ
ソ
ク
特
別
編
集
『
リ
ク
ル
ー
ト
ム
ッ
ク

大
学
選
び
新
基
準
A
↓
Z
』
（
九
四
年
春
号
）
（
株
）
リ
ク
ル
ー
ト
一

九
九
四
年
5
月
の
各
記
事
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。

（
3
）
　
四
月
時
点
で
受
講
生
と
非
受
講
生
と
の
間
に
は
興
昧
比
率
に
有

　
意
な
差
が
認
め
ら
れ
た
が
ミ
（
－
）
…
①
・
富
艮
・
昌
）
、
1
1
月
時
点
で

　
は
そ
の
差
は
消
失
し
て
い
た
ρ
阯
く
－
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
助
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
大
学
院
修
士
課
程
）
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